
 

 

  

更年期のはなし 

 

更年期と更年期障害 

卵巣の活動性が次第に消失し、ついに

月経が永久に停止した状態を閉経といい、

月経が来ない状態が 12 か月以上続いた

時に、1 年前を振り返って閉経とします。更

年期とは、この閉経を挟んだ前後 5 年間の

およそ 10 年間を指します（図）。 

更年期に心身に起こる症状の中で器質

的変化に起因しない症状を更年期症状と

いい、その中で日常生活に差し障りのあるものを更年期障害と言います。発症要因は、閉経に伴う

女性ホルモンであるエストロゲンの低下が最も重要ですが、加えて加齢、社会的環境、心理的要因

が関連し合って発症すると考えられています（図）1)5)。 

更年期障害の症状と対応 

肩こり・首こりの訴えが最多ですが、極めて多様・非特異的で、以下のような症状があります。 

自律神経失調症状＜血管運動神経症状（ほてり、のぼせ、発汗）、睡眠障害、頭痛等＞ 

   精神症状（抑うつ、精神不安定、意欲低下、不安感、記憶減退等） 

   性機能関連症状（膣乾燥・搔痒、性交時痛等） 

生活習慣の改善や心理療法を試み、それでも改善しない場合は薬物療法の対象になります。

薬物療法には、ホルモン補充療法、抗精神薬、漢方療法があります 1)5)。 

更年期障害が労働に及ぼす影響 

経済産業省の報告では、女性従業員の 18%が更年期障害のために勤務先で困った経験があ

り、更年期障害に対して適切な対応がされなかったことによる経済損失は年に約 1.3 兆円となって

います 3)。社会にとって、働く女性の健康維持の重要性は高く、更年期障害とその仕事への影響に

ついて正しく理解し、相談しやすい環境を整えた上で、適切な治療を受ける機会が確保されることが

重要です 2)。 

男性更年期障害 

加齢に伴う血中男性ホルモンの低下に基づく生化学的な症候群として概念が定義されていま

す。性機能関連症状以外は女性の更年期障害の症状と同様で、多彩な臨床症状を示します 3)。 

終わりに 

更年期障害は、仕事の効率を低下させるだけでなく離職原因になることもあるので、当事者は勿

論、周囲も理解を深め、治療を受けることも含めて適切に対応できるよう準備することが大切です。 
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